
(57)【要約】

【課題】　この考案は、脱臭、抗菌、防湿等の効果を有

する靴の中敷きである。

【解決手段】　高温で炭化した綿布（２）を芯にして、

その両面に補強とクッションを兼ねた補助シート（３）

と表面となる織布（４）並びに裏面となる織布（５）を

配し、適合した形状とサイズにカットして周辺部（１）

を圧着または縫着する。

　炭化した綿布の有する脱臭効果、抗菌効果、湿気の吸

着性、遠赤外線による疲労の軽減効果を具備せしめるこ

とにより、課題を解決する。

【選択図】　　図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 温 処 理 で 炭 化 し た 綿 布 を 芯 に し た 靴 の 中 敷 き 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 靴 を 履 く こ と に よ り 発 生 す る 悪 臭 や 蒸 れ 、 水 虫 予 防 等 に 対 応 す る 為 の 靴 や 中 敷 き の 改 良
　 が な さ れ て き た が 、 よ り 合 理 的 な も の が な い 。
【 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 高 温 処 理 に よ り 炭 化 し た 綿 布 を 、 中 敷 き の 中 層 部 に 配 し
　 て 芯 に し た 、 靴 の 中 敷 き を 考 案 し た 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 炭 化 し た 綿 布 に は 、 脱 臭 効 果 、 抗 菌 効 果 、 湿 気 の 吸 収 性 等 の 特 性 が あ り 、 悪 臭 や 水 虫 等
　 の 予 防 、 蒸 れ 等 に 効 果 が あ る 。
　 ま た 、 遠 赤 外 線 効 果 も あ る の で 、 こ れ に よ る 疲 労 予 防 効 果 も 期 待 で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 炭 化 し た 綿 布 の 両 面 に 、 補 強 と ク ッ シ ョ ン を 兼 ね た 補 助 シ ー ト を 配 し 、 そ の 両 面 に 、 表
面 並 び に 裏 面 と な る 織 布 を 配 す る 。 こ れ を 中 敷 き に 適 合 し た 形 状 と サ イ ズ に カ ッ ト し て 周
辺 部 を 圧 着 又 は 縫 着 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 図 １ 】 中 敷 き の 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 中 敷 き の 断 面 図 で あ る 。
【 符 合 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 １ ． 周 辺 部
　 ２ ． 炭 化 し た 綿 布
　 ３ ． 補 助 シ ー ト
　 ４ ． 表 面 と な る 織 布
　 ５ ． 裏 面 と な る 織 布
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

(3) JP 3106697 U 2005.1.20


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

